
l-市政だより 一
市政だよりは.みなさんのも

のです。

市の行事や、市民みなさん

に協力していた悶た加かl

などを掲載しています。 ど高 |

早く、良く、家族みんなで i
読みま しょう
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チ

玖島中学校の

建設急ピ

市立三浦中学校、鈴田中学校、大村中

学校の三中学が統合 してできた市立玖

島中学校の校舎建設工事が急ピ ッチで

進められています。この校舎は、鉄筋

コンクリート 3階建、普通教室31、音

楽、理科教室などの特別教室10教室が

あり、今年 4月から 1.400人の三浦、

鈴田、大村地区の中学生が一堂に集っ

て授業をうけることになっています。

また、 43年度には体育舘、工作室、

44年度にはプールなどの建設計画もあ

り、理想的な学校ができあがると期待

されています。

ツ成
人
と
国
民
年
金

一
月
十
五
日
は
、
成
人
の
日
で

あ
り
、
全
国
各
地
で
満
二
十
才
に

な
っ
た
人
を
祝
う
成
人
式
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

日
本
国
民
は
、
二
十
才
に
な
る

と
法
律
的
に
も
社
会
的
に
も
一
人

前
と
し
て
の
人
間
と
し
て
取
扱
い

を
う
け
、
名
実
と
も
に
社
会
人
と

な
り
、
実
社
会
へ
ス
タ
ー
ト
に
当

つ
て
は
、
成
人
と
し
て
の
権
利
を

得
る
と
と
も
に
義
務
も
課
せ
ら
れ

る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
義
務
も
そ
の
一
つ
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

国
民
年
金
は
二
十
才
か
ら
五
十

九
才
ま
で
の
人
で
、
職
域
の
年
金

制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
人
の
た

め
の
も
の

で
、
将
来
の
不
安
な
生

活
を
保
障
し
よ
う
と
い
う
制
度
で

す司
二
十
才
に
な
っ
た
ば
か
り
の
若

い
人
は
、
年
金
は
遠
い
将
来
の
こ

と
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
成
人
の

日
を
機
会
に
年
金
制
度
の
意
義
を

考
え
て
見
た
い
も
の
で
す
。
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り
っ
ぱ
な
大
村
み
か
ん

ー
県
共
進
会
で
上
位
入
賞

1

十
二
月
十
九
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
佐
世
保
市
で
行
な

わ
れ
た
昭
和
四
十
二
年
度
長

崎
県
果
実
共
進
会
で
、
大
村

市
内
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
上

位
入
賞
者
が
で
ま
し
た
。

こ
れ
で
大
村
市
内
の
み
か

ん
が
い
か
に
上
質
の
も
の
が

多
い
か
が
実
証
さ
れ
た
わ
け

で
す
。

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

卵
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、
わ

か
め
な
ど
の
共
進
会

市
畜
産
水
産
生
産
物
共
進

会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い

ま
す
の
で
多
数
参
観
〈
だ
さ

い
。
な
お
二
十
四
日
に
は
会

場
で
卵
、
鶏
肉
、
の
り
、
わ

か
め
な
ど
の
即
売
を
行
な
い

ま
す
。

マ
期
日

一
月
二
十
三
日

二
十
四
日

マ
場
所
市
民
会
舘
会
議
室

マ
出
品
物

鶏
卵
、
ブ
ロ
イ

ラ

1
、
乾
草
、
の
り
、
わ

か
め

マ
成
績

①
選
呆
場
の
部

第
一
位
大
村
市
農
協

②
地
域
の
部

第
二
位
大
村
地
域

③
個
人
の
部

第
二
位
御
厨
武
一
さ
ん

大
又
喜
代
勝
さ
ん
山
本

茂
則
さ
ん
牟
田
知
佐
吉

さ
ん

第
三
位
山
下
侃
さ
ん

高
瀬
定
さ
ん
遠
岳
克
己

さ
ん
山
本
恒
夫
さ
ん

一
瀬
清
人
さ
ん

火
の
用
心
を
も
う
一
度

わ
が
家
の
火
の
元
を
も
う

一
度
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

夜
お
そ
〈
ま
で
起
き
て
い

る
受
験
生
の
部
屋
は
、
ぜ
ひ

見
回
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い

う
た
た
ね
し
て
い
る
う
ち
に

ガ
ス
中
毒
し
た
り
、
石
油
ス

ト
ー
ブ
を
足
で
け
り
倒
し
て

火
災
を
お
こ
す
例
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

炭
火
や
た
き
木
で
炊
事
す

る
家
庭
で
は
、
残
り
火
を
完

全
に
消
し
て
さ
ら
に
寝
る
前

に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。
ガ
ス

や
プ
ロ
パ
ン
を
使
用
す
る
家

庭
で
は
、
元
せ
ん
を
し
っ
か

。かわいがって

くださいネ・・… M

大村公園の桜田の堀に一つがいの白鳥が放されて

います。青い水面をすいすい泳ぐ白鳥は本当にきれ

いです。

市民のみなさん、石などなげないで、みんなでか

わいがりもっと数を増やして、桜田の掘を白鳥の名

所にしたいものです。

り
止
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

こ
た
つ
の
火
、
あ
ん
か
の

火
の
不
注
意
な
ど
が
み
ん
な

火
災
の
原
因
に
つ
な
が
る
の

で
す
。
空
気
も
非
常
に
乾
燥

し
て
い
ま
す
。
マ
ッ
チ
一
本

が
大
き
な
火
災
に
な
り
ま
す

県
税
だ
よ
り

同
公
給
領
収
証
に
つ
い
て
】

料
飲
居
、
旅
舘
な
ど
で
遊

興
、
飲
食
、
宿
泊
、
休
憩
な

ど
し
た
と
き
は
、
県
税
で
あ

る
料
理
飲
食
等
消
費
税
が
か

か
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す

こ
れ
は
、
料
金
を
支
払
っ

た
と
き
に
税
も
含
め
て
納
め

る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
経
営
者
は
必
ず
公
給
領

収
証
を
渡
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
が
お
客

と
な
ら
れ
た
と
き
は
必
ず
お

の
で
、
火
の
用
心
を
も
う
一

度
、
し
っ
か
り
心
に
と
め
て

お
、
き
ま
し
ょ
v

フ。

も
し
、
火
災
の
と
き
は
、

早
〈

一
一
九
番
へ
電
話
し
ま

ー

υ
ょ
P

フ
。

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

公
給
領
収
証
を
渡
し
、
受

け
取
る
乙
と
が
そ
の
ま
ま
県

税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
、

県
の
財
政
を
豊
か
に
し
、
県

政
発
展
の
基
礎
と
な
る
の
で

す。
し
か
し
、
な
か
に
は
免
税

点
以
下
で
税
の
か
か
ら
な
い

場
合
、
知
事
が
指
定
し
た
公

給
領
収
証
免
除
の
飲
食
屈
も

あ
り
ま
す
。
乙
の
場
合
は
公

給
領
収
証
は
渡
さ
な
〈
て
も

よ
い
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す

ね
ず
み
を
駆
除
し
よ
う

ね
ず
み
の
繁
植
力
は
た
い

へ
ん
な
も
の
で
、
ひ
と
つ
が

い
が
一
年
後
に
は
約
一
万
匹

近
〈
な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

ね
ず
み
は
大
食
漢
の
わ
り

に
二
日
か
三
日
物
を
た
べ
な

い
と
餓
死
し
ま
す
。

そ
こ
で
②
た
べ
も
の
の
管

理
を
徹
底
的
に
行
な
っ
て
、

②
毒
飼
、
ね
ず
み
取
り
器
で

ニ
り
ま
し
ょ
う
。
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ツ33ン反応検 査と

コ
i
ナ

l

1
月
の
母
子
検
診

9・30-12.00
9.30-12.0。

実施 場所

三浦診療所

鈴 田出張所

竹松出張所

松原出張所

福 重 出張所

萱瀬出張 所

よ
ぴ
個
人
の
方
で
、
ま
た
昭

和
四
十
三
年
度
分
の
申
告
を

し
て
お
ら
れ
な
い
方
は
早
〈

ツベルクリン反応検査は、体内の結核菌の

有無を判定するもので、 陰性のもの(菌がな

い〉には人工的に免疫をあたえ、結核にかか

らないようにするのが BCG予防接種です。

結核が減少したのは、 BCGの予防接種が普

及してきたからといわれるように大切な予防

接種です。市では下記日程で、ツベノレクリン

反応検査と BCGの予防接種を行ないますの

で、該当者はもれな〈 接種して〈ださい。

b該当者

生後 6カ月から 6才までの幼児。ただし幼

稚園などで接種するものは除 〈。

b料金無料

当日は母子手帳を持参して〈ださいc

BCGの予防接種

あ
る
も
の
(
総
所
得
金
の
う

ち
農
業
所
得
以
外
の
所
得
が

六
十
万
円
を
こ
え
る
も
の
を

除
〈
)

マ
申
請
先

課
税
課

償
却
資
産
の
申
告
は
早

ノ
¥

償
却
資
産
の
申
告
期
限
は

一
月
二
十
日
で
す
。

事
業
お
よ
び
営
業
用
の
構

築
物
、
機
械
、
船
舶
、
航
空

機
、
車
両
、
工
具
備
品
な
ど

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
法
人
お

d 

r 

申
告
し
て
〈
だ
さ
い
。
申
告

書
の
提
出
先
は
市
の
課
税
課

で
す
。
用
紙
は
課
税
課
ま
た

は
各
地
区
の
出
張
所
に
あ
り

ま
す
。
な
お
申
告
に
つ
い
て

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
課
税
課

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

馬
や
牛
を
飼
う
と
き
は

届
出
を
し
ま
し
ょ
う

つ
ぎ
の
地
区
内
で
一
定
の

動
物
を
飼
養
し
て
い
る
万
は

一
月
二
十
日
ま
で
に
農
協
か

大
村
保
健
所
に
届
出
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

場 所 |バルク伝IB.C.G接種

市民会 舘 il1月16日 1月18日
鈴 田出張 所

竹松本町公民舘
1月17日 1月19日

福 重 出張所

公民舘 1 月間目 I~ 月 25 日

市 立病院 1月24日 1月26日

出張 所 | | 
市役所 1月29日 1月31日
コ浦 診療所 |

b日程

※時間は、いずれも午後2時から 3時30分まで。

マ
該
当
地
区
(
追
加
分
)

須

田

ノ

木

植

松

陣

内

坂
口

矢
次

千

寄

平

辻
九
郎
丸

今

津

原

樋
口

立

小

路

黒

山

堀

田

高

縄
手

大

堂

堀

池

永

松

三

本

松

二

本

松

大

同

開

田

域

ノ

前

金

谷

梶

ノ

尾

伏
原

マ
該
当
動
物

牛、

馬
、
豚
(
一
頭
以
上
)

め
ん
羊
、
山
羊

(
四
頭
、
以

干
害
の
減
免
申
請
は

す
み
ま
し
た
か

干
害
に
よ
る
市
民
税
と
国

民
健
康
保
険
税
の
減
免
申
請

は
す
み
ま
し
た
か
。

該
当
す

る
方
は
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

マ
該
当
す
る
者

干
害
に
よ
る
農
作
物
の
減

収
に
よ
る
損
害
(
共
済
金
を

控
除
し
た
金
額
)
が
平
年
作

の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で

乙
と
し
の
市
民
税
の
総
所
得

金
額
が
百
八
十
万
円
以
下
で

上
)
鶏
(
百
羽
以
上
)
あ
び

る
(
五
十
羽
以
上
)

ー
車
の
全
面
交
通
止
|

道
路
の
舗
装
工
事
の
た

め
つ
ぎ
の
と
お
り
全
面
交

通
止
と
な
り
ま
す
。

マ
場
所
松
山
町
(
鈍
号

国
道
か
ら
馬
場
先
新
大

村
青
果
市
場
ま
で
の
あ

い
だ
山
メ
ー
ト
ル
)

マ
期
間

1
月
日
日
か
ら

3
月
初
固
ま
で



(4) 

道
路
は
、
本
来
、
人
や
車

の
交
通
の
た
め
の
場
所
で
す

と
こ
ろ
が
市
内
の
現
状
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

天
幕
、
陳
列
棚
、
商
品
は

道
路
に
突
き
出
さ
れ
て
い
る

自
転
車
、
バ
イ
ク
、
ゴ
ミ

箱
な
ど
は
乱
雑
に
放
置
さ
れ

て
い
る
。

立
看
板
な
ど
は
道
路
に
立

ち
は
ば
か
っ
て
い
る
。

家
屋
の
改
装
、
荷
ほ
ど
き

室教通{父

商庖街を駐車禁止

=道は広く使いましょう

り大村市政だよ

|盆

な
ど
無
許
可
の
工
事
や
作
業

が
行
わ
れ
て
い
る
。

修
理
工
場
前
の
道
路
は
作

業
場
及
び
車
置
場
と
し
て
占

拠
さ
れ
て
い
る
。

果
し
て
こ
れ
で
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

側
溝
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、

溝
ぶ
た
の
内
側
ま
で
が
道
路

で
す
。

狭
い
道
路
も
、
ベ
き
ち

ん
と
整
と
ん
し
て
正
し
〈
使

え
ば
広
〈
安
全
な
道
と
な
り

ま
す
。交

通
は
安
全
で
あ
る
と
同

時
に
円
滑
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
交
通
の
円
滑
を
そ

害
し
、
危
険
を
及
ぼ
す
よ
う

な
不
正
な
道
路
使
用
は
、
お

互
い
に
つ
つ
し
み
ま
し
ょ
う

交
通
の
安
全
と
円
滑
を
は
か

る
た
め
、
一
月
か
ら

マ
江
崎
三
さ
路
J
西
沢
J
大

村
駅
前
(
八
幡
町
通
り
)

マ
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訂
正
ド
パ
江
口
白
川
伝
子

11ed
，

育
児
相
談
は
、
毎
月
小
児

セ

ン

タ

ー

主

任

ザ

コ
希
J
地
勺
均
ぷ

EZJ
科

会

で

行

な

っ

て

お

り

、

田

崎

小

児

科

医

長

一

、

1

7
・1
i

専
門
家

に

よ

る

児

童

心

理

相

よ

一

1
3
二

い
【
国
立
大
村
病
院
肢
体
不
自
由
児
、
ぜ
ん
息
、
談
、

言
語
訓
練
も
行
な
っ
て

一寸

凋
瀦

引

にし

一
竹

下

ふ

~
特
殊
小
児
診
療
セ
ン
タ
ー
】
血
液
疾
患
、
腎
臓
病
そ
の
他
い
る
。

一
J

J

向、
義
建
議
Ui--dvjJi
--¥一f
ん

九
国
立
大
村
病
院
特
殊
小
児
な
お
り
に
〈
い
子
供
の
患
者
ま
た
、
入
院
中
の
児
童
の
休
京

¥暴

い

塗

正

一丸

一

一
診
療
セ
ン
タ
ー
は
、
長
崎
県
を
県
内
は
も
ち
ろ
ん
の
乙
と
学
は
、
本
人
は
も
と
よ
り
父

十

:

い

一

一
三

;

〆一
一一

一
に
お
け
る
特
殊
小
児
疾
患
の
離
島
、
県
外
か
ら
も
収
容
し
兄
の
悩
み
の
種
で
あ

っ
た
が

糾

郎
総

嗣

欄

機

V
J
N
一

何
診
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
昭
と
り
わ
け
、
未
熟
児
出
産
の
院
内
に
大
村
小
学
校
、
中
学
一
一一ぺ一一一一日
以…十九日……一

υ
¥一
V
FL九
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